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2 ［土］ ・ 3 ［日］　iaku『はぐらかしたり、もてなしたり』◉PLATアートスペース

3 ［日］　AYAMI BALLET STUDIO Studio Performance Allongé 2025◉PLAT主ホール

5 ［火］　プラット親子わくわくプログラム2025 『CLUB ORIGAMI（クラブオリガミ）』◉PLATアートスペース

10 ［日］　第26回 ハートの日講演会 豊橋ハートセンター×時習館高等学校

『市民の健幸と学びが、まちの力になる』◉PLAT主ホール

10 ［日］　杏子 miniAL「羽化」リリース公演 ごあいさつ◉PLATアートスペース

11 ［月］　ドレミ会ピアノ発表会◉PLATアートスペース

17 ［日］　高校生と創る演劇 サマーキャンプ上演会◉PLATアートスペース

20 ［水］　プラットワンコインコンサート 二宮綾音＆小田かるら「笛で奏でる夏祭り」◉PLATアートスペース

27 ［水］　第23回 小中学生による芸能フェスティバル◉PLAT主ホール

3 ［水］　特撰落語会 桂宮治独演会◉PLAT主ホール

6 ［土］ ・ 7 ［日］　加藤敬二×AMSアマノミュージカルスタジオ ミュージカルコンサート

『Jewel BoxⅡ』～輝く未来へ～◉PLAT主ホール

7 ［日］　アコースティックライブ2025◉PLATアートスペース

14 ［日］　K☆STAR Dance Studio Show Case vol.8◉PLAT主ホール

21 ［日］　金井ゆかり＆野畑さおり 二台ピアノの響演 VOL.3◉PLATアートスペース

23 ［火・祝］　劇団四季ファミリーミュージカル『王子と少年』◉PLAT主ホール

4 ［土］ ・ 5 ［日］ ・ 6 ［月］　シス・カンパニー公演 『ライフ・イン・ザ・シアター』◉PLAT主ホール

11 ［土］ 　ピーピング・トム『トリプティック』◉PLAT主ホール

24 ［金］　野村万作・野村萬斎 狂言公演2025◉PLAT主ホール

25 ［土］ 　荒井嗣雄 第20回 テノールリサイタル◉PLATアートスペース

26 ［日］　島岡里梨香＆水越海翔 デュオリサイタル◉PLATアートスペース

31 ［金］ ～11/2 ［日］　『ヴォイツェック』◉PLAT主ホール

プラットニュース
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世界中に熱狂的なファンをもつピーピング・トムが2

年半ぶりに再来日、PLATでは2017年『ファーザー』
2023年『マザー』に続く3度目の上演です。最高傑
作といわれる今作『トリプティック』は、オランダを代表
するダンスカンパニー、ネザーランド・ダンス・シア
ター（NDT）の委嘱作として誕生した「ミッシング・ド
ア」（2013年）、「ロスト・ルーム」（2015年）、「ヒドゥ
ン・フロア」（2017年）を、ピーピング・トムがオリジナ
ルキャストで再構築した特別な三部作です。

――ピーピング・トム作品の舞台美術は、毎回映画
のセットを思わせるような設えです。それでいて、作
品自体は、あくまで身体を通して人間の内面を深く
掘り下げる場面が強い印象を残します。2024年に
日本でも上演されたNDT『ラ・ルータ』も、ダンスとい
う枠組みを超えた演劇的な空間でした。この「三部
作」のアイディアは元々どこから来たのでしょうか。
――当初は、第二部、第三部を作ろうとは考えていま

せんでした。しかし、一作目である『ミッシング・ドア』

でガブリエラが考案した舞台美術を見たフランクが、

このカップルの物語の続きを描くのはどうか、と考えた

のです。旅の象徴である船、終わりのない廊下、互い

脅威の身体能力と奇想天外なイメージで紡ぐ

ピーピング・トム
『トリプティック』
「ミッシング・ドア」「ロスト・ルーム」「ヒドゥン・フロア」

10月11日 [土 ]14:00開演
構成・演出＝ガブリエラ・カリーソ、フランク・シャルティエ
会場＝PLAT主ホール

に繋がり合ったいくつもの部屋…『ミッシング・ドア』と

いうこの迷宮には、いくつもの部屋が、そして物語が

潜んでいます。この三部作は元 『々adrift』（漂流）とい

うタイトルだったのですが、漂流する物語の続きにつ

いて語るのはどうか、と思い至ったのです。

　『ミッシング・ドア』でガブリエラが扱っているのは、

死の直前の一瞬です。人生の全てを振り返る内省の

瞬間です。映画の撮影を思わせる場面をフランクが

非常に気に入って、ガブリエラの作品が終わったとこ

ろから、そのまま続き（第二部）を作り始めました。「ミッ

シング・ドア」つまり「見つからない扉」というのは、人

間の精神と身体の中のあらゆる扉のことです。フラン

クは、その扉の向こう側で何が起こっているのかが知り

たいと思ったのです。ですので、登場人物たちを部屋

の中に配置してみて、そこから、ここは客船なのではな

いかというアイデアが浮かびました。移住者たちの道

程が交わる場所としての船。どこかを立ち去ることを決

めた男女。その物語を描こうと決めました。二人の旅

路は、誰もが何かを追い求めている人生という旅の象

徴なのです。そのなかで思わぬ事態が起こることもある。

その先の第三部では、ついに自然に身を任せることを

受け入れた人間の姿を描いています。自然そのもの

が二人の旅を導き、終着点へと誘うのです。その末に

二人の間に何が起こったのかは、観客の解釈に委ね

たいと思いました。錯乱による幻覚なのか？二人の関

係が終わりを告げるような出来事が起こったのか？そう

いう物語を紡ぐためには、三部作という形が最適だと

考えたのです。

――2025年の日本ツアーではぜひ『トリプティック』
を上演したいという要望が、ピーピング・トムの皆さ
んからあったと聞いています。
――私たちの作品を見るのは、ホラー映画を観に行く

のに似ていて、少し怖い思いをするかもしれません。

ピーピング・トムでは、人生というドラマを舞台上に描

き出すことを大切にしています。それは強いリアリティ

を持ったものですし、非常に個人的なレベルで共感

可能なものです。だから恐怖を伴うのです。私たちは、

登場人物たちがどんな恐怖を抱え、どういう風に思考

し、何を夢見るだろうかと、深く考え創作します。こう

した要素から出発して、より深く、深く、できる限り深

いところまで行くのです。そうすることで、自分たちでも

意識していなかったもの、あるいは意識しないようにし

ているものを呼び覚まそうとしているのです。人間の潜

在意識というのは、奇妙で恐ろしい場所なのです。

　私たちは、昔から日本映画に対して同様の印象を

覚えていますが、きっと日本の皆さんに『トリプティッ

ク』を楽しんでいただけるのではないかと思います。

――ピーピング・トムは現地のシニアキャストを起用
する作品も多いですね。過去、豊橋でも公募して出演
していただきました。数時間のリハーサルと本番の
2日間でしたが、非常に濃密な時間を過ごし、いまも
ランチをしたり連絡を取り合う交流を続けています。
――皆さんが今も連絡を取り合っているとは知りませ

んでした！素晴らしいことですね。『トリプティック』で

募集する現地キャストは『マザー』『ファーザー』より少

ないのですが、こうした取り組みが豊橋で長く続く繋

がりを生み出していると知って、心が温まる思いです。

『マザー』と『ファーザー』は家族についての物語です。

現地キャストの間に新たな「家族」を生み出したという

のは、とても面白いですね。

――最後に豊橋の観客にメッセージをお願いします。
――日本の皆様に『トリプティック』をお見せするのが

とても楽しみです。日本ツアーという物語の一章とし

て、豊橋に伺えることに感謝しています。

©Andrea Avezzù

ガブリエラ・カリーソ
コルドバの舞踊学校を経
て、95年よりLes Ballets C. 
de la B.のメンバーとして
活躍する。NDT『ミッシング・
ドア』『ラ・ルータ』、ミュン
ヘン・レジデンツ劇場『ザ・
ランド』演出のほか、ベル
ギー映画『キッド』に主演。
2025年 6月、ピーピング・
トム最新作『choroniques』
を発表。

フランク・シャルティエ
20世紀バレエ団、ベジャー
ル・バレエ・ローザンヌを
経て、プレルジョカージュ、
ローザス、ニードカンパニー
らの作品に出演する一方、
Les Ballets C. de la B. に
参加。ヨーテボリバレエ（ス
ウェーデン）、マルセイユバ
レエ（仏）への作品提供の
ほか、オペラ『ディドとエネ
アス』、ピーピング・トム『S 
62°58’, W 60°39’』、NDT
『ロスト・ルーム』『ヒドゥン・
フロア』を演出。

ピーピング・トム
ガブリエラ・カリーソとフラ
ンク・シャルティエによって
2000年に結成。未知なる
ダンスの創造を目指して
カンパニーを「ピーピング・
トム＝覗き屋」と命名する。 
ダンサー、俳優、オペラ歌
手ら、国籍も世代も多様な
アーティストたちが生みだ
す脅威のパフォーマンス
は、伝説の舞台としてダン
ス史にその名を刻む。『ヴァ
ンデンブランデン通り32
番地』、『ラ・ルータ』にて
英国オリヴィエ賞「最優秀
ダンス作品賞」を受賞。
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演出を引き受けるにあたり、どこに惹かれましたか。
小川――『ヴォイツェック』は古典とも言える作品で、実

は昔から興味があったんです。一人の人間が追い詰め

られていく精神世界を描いた劇は当時なかなか斬新

だったと思うんですけど、その精神世界に興味があっ

たので、いつの日か触れられたらと思っていました。

『ヴォイツェック』は大作ですが、今回それが現代に置

き換えられ、良い入り口となっています。私自身、現代

物を演出することが多かったので入りやすさもあり、お

引き受けしました。

舞台は東西冷戦時代のベルリン、主人公はイギリス
人兵という設定に翻案されていますね。
小川――原作では主人公ヴォイツェックがどうして追い

詰められたのかあまり書かれていないんですが、ジャッ

ク・ソーンはトラウマや戦争、あるいは分断といった時

代感や孤独感を通して結末までをとっつきやすく書い

ています。もっとお金を稼がなきゃいけない、もっと必

要な人間にならなきゃいけない、もっと頑張らなきゃい

けない…。現代的な道徳や規範の中で何かが掛け違っ

て追い詰められていってしまう様は、元の戯曲よりも私

たちにリンクしやすいと思います。1981年はいつ戦争

が勃発するかわからなかったという点で現在に通じま

すし、「世界はこうなったら平和だ」とわかりながら現

実はどんどん離れていってしまうジレンマにも生々しい

ものがあります。知らない人が知らない理由で狂ってし

まった話にせず、観客も一緒に心の旅をしたり寄り添っ

たりできるよう描きたいですね。後半になると現実と

ヴォイツェックの主観が交ざってくるんですよ。そこで大

胆に筆を運べれば観客も飛翔してくださると思うので、

私にとっても挑戦です。

原作では主人公の情婦が不貞を働きますが、今回の
恋人マリーはその部分が曖昧で、ヴォイツェックの独
り相撲のようにも映ります。
小川――面白い見方ですね。私は「疑う」ところがすべ

てのポイントな気がしていて、この疑いに自分が追い

詰められていくという…。モヤモヤした気持ちは抑え

れば抑えるほど募って、もはや不貞があったかなかっ

たかより疑いのほうが大きくリアルな出来事になってし

まう。そういう葛藤や不安は私たちの日常にもあるので

丁寧に描きたいと思います。あと、登場人物はみんな

善良で嫌なヤツがいないと考えたいんですよ。ヴォイ

ツェックには母親から愛されず必要とされなかったとい

うトラウマがあり、不貞を働いているマギーも夫の圧力

が酷くて他の空気を吸う必要があったんだと思いま

す。アンドリューも軍人として意義のある人間なんだ

と証明しなければ家族の中で生きてこれなかった。そ

れぞれ傷があったり負荷が掛かったりしていますが、

基本的には常識的で善良な人たち。彼らが飽和して追

『ヴォイツェック』
19世紀ドイツで発表された未完の大作が現代版となって蘇る！

10月31日［金］18:00開演
11月1日［土］13:00開演／18:00開演

11月2日［日］13:00開演
原作＝ゲオルク・ビューヒナー

翻案＝ジャック・ソーン
翻訳＝髙田曜子

上演台本・演出＝小川絵梨子
出演＝森田 剛、伊原六花、伊勢佳世、浜田信也／中上サツキ、

須藤瑞己、石井 舜、片岡蒼哉／冨家ノリマサ、栗原英雄
会場＝PLAT主ホール

い詰められていくところを描きたいんです。

「壁」が重要な意味を持つ作品ですが、現代における
壁をどう捉えていますか。
小川――やっぱり不安と恐怖だと思うんですよ。世界

を見渡せるようになったからこそ、倫理観が上がってき

たからこそ、現実とのギャップが不安と恐怖を生む。

それらが怒りになっていってしまうのも現代的ですよ

ね。こうあるべきという正しい姿は見えていても、誰も

が半分ギャップの海に溺れ、あっぷあっぷしながら生

きている気がします。たぶん壁というのは分断するもの

というだけでなく、自分たちが望む地点にたどり着けな

くする障害物でもあり、自分たちを守る鎧でもあるの

ではないかと感じますね。

主演の森田剛さんについてお聞かせください。
小川――僭越ながら、とても魅力的な俳優で、舞台を

非常に愛している方だとも思っています。森田さんは

私の中でヴォイツェックと合致する部分が大きかった

ので、出演していただけることになったのは光栄で幸

せ。内なるものが強い印象なので、精神世界を引っ

張っていってくださると思います。ヴォイツェックは決し

て被害者ではなく、最後の最後まで闘って結末を迎え

る。だから、むしろ強い方でないといけません。最後ま

でなんとかしようとする強さがあるから、物語も最後ま

で胸打つものとなる。森田さんの想いの強さ…、お腹

の力と言うんでしょうか。それを得られるのはありがた

いです。

アメリカの政権交代もあって世界情勢が変化し、東
西の概念もヴォイツェックがいる時代とは違ってきた
ように思います。
小川――冷戦の頃はイデオロギーがはっきりしていた

からまだ良かったけれど、今はもっと複雑な感情や立

場が絡み合って、ちょっと読み解けない不安や恐怖が

強くなっていますよね。何を基準に何を目指しているの

か、生きている土壌に対する不安と恐怖が物凄い。し

かも、それが説明できないから溺れて窒息しそうにな

る。それは『ヴォイツェック』の登場人物たちともリンク

します。そして不安や恐怖、痛みは二次感情の怒りや

攻撃性を生む。人と人が共存する上で妨げとなるもの

がすごく生まれている気がして怖いですね。

『ヴォイツェック』は現在の社会を劇場全体で考えら
れる好機になりそうですね。
小川――社会への不安や恐怖はあっていいんだと思え

るのも演劇のいいところ。ヴォイツェックは一歩先に

行ってしまうけど、掛け違わなければ何とかなるかもし

れないという希望も残せるはずです。恐怖しているうち

はまだ正気で、互いにつながれるし、大丈夫だよと言

い合える。それだけでも全然違う社会が生まれてくる

んだろうなと思えますよね。

小川絵梨子 [おがわ・えりこ]
2004年、ニューヨーク・アク
ターズスタジオ大学院演出学
科卒業。06～ 07年、平成17
年度文化庁新進芸術家海外
研修制度研修生。18年9月
より新国立劇場の演劇芸術監
督。近年の演出作品に『ART』
『おやすみ、お母さん』『管理
人／ THECARETAKER』『ダウ
ト～疑いについての寓話』『検
察側の証人』『ほんとうのハウ
ンド警部』『死と乙女』『熱帯
樹』『出口なし』『FUN HOME』
『死の舞踏／令嬢ジュリー』
『RED』など。 新国立劇場では
『ピローマン』『デカローグ』『レ
オポルトシュタット』『アンチポ
デス』『キネマの天地』『タージ
マハルの衛兵』『骨と十字架』
『スカイライト』『1984』『マリア
の首 -幻に長崎を想う曲 -』
『星ノ数ホド』『OPUS／作品』
の演出のほか、『東京ローズ』
『かもめ』『ウィンズロウ・ボー
イ』の翻訳も手掛けた。
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日本で生まれ育った僕にとって折り紙は日常茶飯事。

折り紙だけでなく、トイレットペーパーを次に使用す

る人のために端を折ったり、気持ちよくタンスを整理

するために服を折りたたんだり………。折るという行為

が日常に散らばっていることに、イギリスへ2005年に

移住してから気がつきました。日本ほど折るということ

に慣れてないイギリス人にとって折り紙がどれだけ浸透

しているのか、イギリスの子どもたちは興味を持ってく

れるのだろうか、そんな心配をしながら2019年にこの

作品の創作が始まりました。

　『CLUB ORIGAMI』は子どもたちが折り紙を作ると

ころから始まるダンス作品です。子どもたちが作った折

り紙を二人のダンサーが集め、舞台の上に敷かれた

紙の上に乗せて展示すると、そこはまるで美術館のよ

うに変貌します。その一つ一つの折り紙からインスピ

レーションを受けたダンサーたちが、折り紙のカタチ

を身体で真似っこしてみたり、折り紙の気持ちになって

それを踊りにしてみたり、毎回違ったダンスがその場

で生まれます。

「キミが作った折り紙からどんなダンスが生まれるで

しょうか？」

　『CLUB ORIGAMI』はイギリス国内で5歳以下の児

童のためにもっとダンス作品を届けようという企画、リ

トルビッグダンスによってプロデュースされました。演

劇の歴史が長いイギリスでも、特に子どものためのダ

ンスの作品の数が少ない事から、イギリスのダンスや

児童劇に特化した4つの組織（South East Dance, 

Dance East, Take Art, Yorkshire Dance）がタッグを

組んで４人の振付家を選出し作品づくりの機会を与え

ました。創作過程において、子どもの創造性に軸に置

いた作品づくりをするという方針から、創作初日に幼

稚園に伺って、子どもがどんな風に紙で遊ぶのか、ど

う折り紙に反応するか、一緒に遊びながら観察をしま

した。僕が幼稚園の部屋の端っこの方で静かに折り

紙を折っていると、子どもたちが一人、また一人と集まっ

てきて、興味深く見てきます。紙を子どもたちに渡すと、

真似っこをして同じように折る子や、ぐしゃぐしゃに丸

8月5日［火］11:00開演／15:00開演
ダンスアーティスト＝竹内麗奈、松本武士
作曲家・ミュージシャン＝ロバートホワット
会場＝PLATアートスペース

プラット親子わくわくプログラム2025

『CLUB ORIGAMI（クラブオリガミ）』
折り紙をモチーフにした鑑賞&参加型パフォーマンス

大人、若年性認知症の方のためのダンスをさせていた

だき、ダンスがどんな効果をもたらすのか目撃して来

ました。その経験は『CLUB ORIGAMI』の創作にも反

映されていて、制作過程でどうしたら作品がよりインク

ルーシブになるのか、子どもたちから学ぶ機会がたく

さんありました。特に5歳以下の子どもは、大人とはま

た違った観劇の仕方をします。子どもはダンスを見て

いて楽しくなるとその場で動きたくなりますし、ダンサー

の真似っこもしたくなります。そんな子どものニーズに

応えるべく、客席の一部を舞台と同じ高さにし、さら

に子どもが動ける空間を作るようにしました。一人一席

と振り分けるのではなく、座る空間を共有することで、

見ている他の子たちともワクワクやドキドキが伝染する

ようにしました。

　『CLUB ORIGAMI』の見どころの一つが、終盤、子

どもたちが参加する場面です。ビリビリにやぶった紙

で舞台一面が覆われると、そこはまるで「紙の海」のよ

うになります。好奇心がくすぐられ、見ている子どもた

ちの身体は前のめりになり、「紙の海」の中にいるダン

サーと一緒になって遊びたい気持ちが膨らんでいきま

す。そして長い紙をダンサーがぐるぐると身体に巻き

付け、紙のモンスターになったり、巨人になったり、想

像力を刺激する仕掛けに溢れたシーンになると、子ど

もたちはいつの間にか舞台に自然と参加して、パ

フォーマンスと一体化して遊んでくれます。

　『CLUB ORIGAMI』は世界１7カ国を巡り、色々な

文化背景の子どもたちに作品を届けて来ましたが、世

界のどこへ行っても遊びは子どもの共通言語なのだな、

といつも感じます。子どものための舞台芸術を作るアー

ティストとして、子どもたちが純粋に笑顔で遊んでいる

姿に、僕はいつもインスピレーションを受けています。

観劇中には声を出したり、寝そべったりしても大丈夫

です。ダンスや舞台の見方に正解、不正解はありませ

ん。子どものお行儀が悪いのではないか、他に見てい

る人に迷惑をかけるのではないか、そんな公共の場で

の心配は劇場の外に置いてきて、子どもも大人も一緒

に『CLUB ORIGAMI』を楽しんでください。

めてボールのようにして遊ぶ子、ちぎって紙吹雪で遊

ぶ子など、一枚の紙から生まれて来た創造性は十人十

色。イギリスの子どもたちと紙遊びをするうちに、折る

だけではなく、丸めたり、やぶったりと折り紙の定義

が壊され、紙の新しい遊び方として作品にも取り入れ

ました。

　『CLUB ORIGAMI』の創作にあたって、いかにパ

フォーマンスをインクルーシブにするかも大切な着目

点の一つでした。イギリスでは、障がいや文化や年齢

の相違に関係なく、誰もが楽しめるダンスを考え、提

供するインクルーシブダンスという分野があります。僕

自身もダンスセラピストとして、障がいのある子どもや

松本武士 [まつもと・たけし ]
イギリス在住のダンスアーティ
スト、ダンス心理療法士。
トリニティラバンやランベート

で講師を務め、親子から大学
生、高齢者の方に向けたダン
スを教えている。子ども達のた
めの舞台芸術を主に、ダンス
作品の出演、製作をロンドン
を拠点に世界中で活動中。

©Summer Dean 65
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桑原――座・高円寺の芸術監督に就任されてもうすぐ
2年になりますが、劇団の主宰であり、劇作家・演出家、

そして俳優としての活動と比べ、環境や考え方は変わ

りましたか。

シライ――そもそも演劇を始めた動機は自分の夢の実
現でしたが、次第に少し広がって、家族や仲間、劇団

のために活動するようになりました。芸術監督になって

からは、杉並区民のために何ができるかから考えるよ

うになって、自分がやりたいものかどうかはあまり関係

なくなった点が、全く違います。

桑原――座・高円寺が芸術監督を公募するという試み
はとても話題になりましたが、なぜ応募しようと思われ

たのでしょうか。

シライ――2020年、コロナ禍でイベントの自粛要請が

出て、僕らも公演の稽古を行ってはいても、上演でき

るかどうかわからない状況でした。そんな現場の声を

朝日新聞の「論座」に書かせてもらったら、文化記事と

してはあり得ないぐらい読まれたそうです。

　その後、自粛は自分の判断で行うものであって、政

府が要請するなら自粛ではなく強制ではないか。要請

するのであればその間の保障をと、記者会見したり、

ニュースの取材が稽古場に来たこともありました。そ

の活動がだんだんと大きな組織になり、文化庁にも陳

情に行きました。

　必要に迫られて動いた体験が、図らずも公共的な活

動になったというのがとても大きく、好きな人が好きな

ことを好きな時にできる人がたくさんいて、それを許容

する世の中にしないとまずいと思いました。個人の自由

な活動を保障するには、国民や国の理解が必要で、

それは公共的な活動でしかあり得ないと思っていた時

に、この公募を見つけました。

桑原――芸術監督に加えて、日本演出者協会の理事長、
日韓演劇交流センターの会長も務めておられますね。

シライ――演出者協会では、副理事長として3年。そ

の前は常務理事も務めました。僕はかねがね、ジェン

ダーバランスや年齢制限を設けよう、連続任期の当選

回数を決めようなど言っていましたが、全然実現しな

い。もし僕が理事長になったらそういうのをすべてやり

ますよ、それでもいいならやりますと言ったら、それを

実現しようということになりました。

桑原――ちゃんと意見が言える風通しの良い環境にリ
フレッシュすることを期待されているのだというのが分

かります。

シライ――自分が思っている自分と、他人から見える
自分は案外違うのだと、この年になってもいろいろ気

付きがあります。最初は理事長なんてどう考えてもふさ

わしくないと固辞していました。ですが、人に求められ

なかった時代のつらさや仕事が来なかった時の辛かっ

た思いもまだ残っていて、その反動もあって、来た仕

事は断れない。言っていただいていることはシンプルに

うれしく、周りが僕ならできると思っているということ

で、自分が自分の可能性を閉ざしたら罰があたるかな

前提の作品を作ったことがない。大人が観ても眉をし

かめる作品を作っていたわけですが、相手が子どもに

なってもそこには差はない。ものを生み出す苦しみは

ありますが、そういう意味での苦労や葛藤はなく、大

丈夫でした。公共劇場に来たから窮屈だとは思わなく

て、ギリギリ攻めて議会も納得するようなものは何だろ

うと考えること、それはそれで楽しいですね。

桑原――芸術監督がシライさんに交代されて、これま
でのことから変えてみられたいことはおありですか。

シライ――前芸術監督の佐藤信さんは「劇場は広場で
ある」と仰っていました。劇場とは人が垣根なく集まる

ところで、それは高円寺の商店街や町会をはじめ、高

円寺の文化発信に関心のある人たちでできている地域

協議会が積極的に関わってくれて、かなり実現されて

いる。これからは、障がいの有無や、ジェンダー、国

籍に関係なく広場の多様性を広げ、ここがそういう劇

場であることをもっと知らせていきたい。その一つの例

で、『夏の夜の夢』で初めて公募のオーディションをし

たら、募集期間3週間で400人の申し込みがきまし

た。この人たちが劇場のことを知るきっかけになる。

稽古期間中には阿波おどりもあったし、座の市もあっ

た。オーディションに受かって、作品に関わってくれた

俳優さんたちが劇場を知り、好きになって、話していく

サイクルをもっと作れると感じています。

桑原――確かに、便利な場所にあっても劇場に行く
きっかけがないと分からないことは多いですよね。オー

ディションがあると、開かれている印象を受けます。

シライ――特殊な事業を行っていて、日本でもかなり
特色のある劇場であることを知ってもらうことは、やが

てこの国の文化の土壌を耕すことにつながっていくと信

じてやっていくしかありません。劇場は単に演劇を上

演するだけではなく、劇場がある街は豊かだと外に発

信していかないと、杉並区だけで閉じているとなかなか

そうなっていかない。

桑原――シライさんの働きかけで、どう今後の座・高
円寺が変わってゆくのか、すごく楽しみにしています。

ありがとうございました。

バラコの
寄り道ぷらぷら

と思い、お引き受けしました。

桑原――これまでいろんな方にインタビューをさせて
いただいた中で、劇場にはその人の姿が現れてくる部

分があると感じています。親しみやすい劇場だな、と

か、アグレッシブな企画だな、とか、芸術監督の雰囲

気が出ているほうが面白いと思っています。芸術監督

を務めることでご自身の作品の個性に制限が生まれる

のではないか、正しくやろうとすると面白いものができ

ないのではというジレンマや、自分の作品をどう守って

いこうかというお考えはありますか。

シライ――その葛藤はあまりなかったです。座・高円寺
では「劇場へいこう！」という杉並区の小学4年生全員

が観に来る企画がありますが、僕自身、4年生が観る

「劇場へいこう！」
座・高円寺で毎年秋に開催して
いる、中学生以下は無料で観劇

シライ ケイタ
昭和49（1974）年生まれ。演
出家、脚本家、俳優。蜷川幸
雄演出『ロミオとジュリエット』
のパリス役で俳優デビュー。そ
の後、野田秀樹 、木村光一、
鐘下辰男など、数々の演出家
の舞台に出演。平成22年、劇
団温泉ドラゴン旗揚げ公演に
自らの初戯曲となる『escape』
を提供。以降、同劇団内外で
数々の脚本・演出を手掛ける。
日本演出者協会理事長、日
韓演劇交流センター会長。令
和5年7月1日より座・高円寺
芸術監督。

できるプログラム。今年は『小さ
な王子さま』（8/30～9/18）と『夏
の夜の夢』（9/23～ 10/11）、２
つの物語をお届けします。

座の市
毎月第３土曜日に座・高円寺劇
場前広場で開催。朝どれ野菜
や日本各地のおいしいものを生
産者が自ら販売するフードマー
ケット。

高円寺と阿波おどり
高円寺では1957年より夏に高
円寺の商店会主催で高円寺阿
波おどりを開催。座・高円寺には、
踊り手のチーム“連”が練習する
ための専用ホールがある。

小さな王子さま

夏の夜の夢
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高校生と創る演劇 
サマーキャンプ上演会
『はじめましてからの、今まで』

8月17日（日）15:00開演
構成・演出＝柏木 陽
演出補＝山本雅幸、高野 栞
出演＝ワークショップに参加した高校生
会場＝PLATアートスペース
料金＝無料
対象＝小学生以上
申込方法＝7月20日（日）10:00より
①プラットチケットセンター窓口・電話（0532-39-3090）
②劇場ホームぺージの専用申込フォームより申込み。
※申込初日は②のみ取り扱い。

桑原裕子 
演劇ワークショップ
現代戯曲を「読む力」ワークショップ
～読解とテクニック～
①10月3日（金）18:00～ 21:00
②10月4日（土）13:00～18:00か
　10月5日（日） 13:00～ 18:00のいずれか1日
　【全2回】
PLAT芸術監督であり、劇作家・演出家・俳優の桑原裕子
による演劇ワークショップを開催します。「読む力」を身に
着けることで、より深く演劇を楽しめるキッカケとなるような2
日間です。
対象＝高校生以上（演劇経験不問）
会場＝PLATアートスペース
参加費＝一般2,000円、18歳以下1,000円
定員＝20人程度（応募者多数の場合は選考）
申込方法＝8月2日（土）から9月7日（日）までに
①参加申込書を窓口・FAX（0532-55-8192）にて提出。
②劇場ホームページの専用申込フォームより申込み。

プラット「えんげき体験ひろば」
8月9日（土）14:00～15:30
身体を使ったゲームなどで演劇を体験できます。
講師＝すずきこーた、柏木 陽
会場＝PLAT創造活動室A
対象＝小学生
参加費＝無料
定員＝15人（先着順）
申込方法＝
①参加申込書を窓口・FAX（0532-55-8192）にて提出。
②劇場ホームページの専用申込フォームより申込み。

ワークショップ縁日
8月31日（日）
夏休み最後の週末は、いつもと違う日を劇場で過ごして
みよう！

ダンス・レジデンス2025
レジデンスアーティスト決定！
国内外で活躍するアーティストに新しい作品創造のため
に稽古場と滞在場所を提供し、アーティストへの支援・育
成を行うとともに市民とアーティストの交流の機会を設け、
舞踊や身体表現を身近に体験していただくプログラムです。
滞在期間中には、ワークショップや試演会などを随時企
画してまいりますのでご注目ください。

©東間嶺

©bozzo

二宮綾音 小田かるら

溝端淳平

門脇 麦 玉置玲央

©Tiffany Garvie

昨年度の様子

舞台写真 ©Summer Dean

若手音楽家育成事業
プラットワンコインコンサート2025
「若い音楽家には活躍の場を、お客様にはより音楽を楽
しめる機会を」と企画されたPLATオリジナルのコンサー
トです。500円で贅沢なひとときをお過ごしください。
会場＝PLATアートスペース 
料金＝［全席自由・整理番号付］500円

iaku
『はぐらかしたり、もてなしたり』

8/2 ［土］ 14:30開演
8/3 ［日］ 14:30開演
作・演出＝横山拓也
出演＝瓜生和成、近藤フク、異儀田夏葉、竹田モモコ、
富川一人、井上拓哉、高橋紗良、小林さやか
会場＝PLATアートスペース
料金＝［全席指定］一般 4,000円、U25 2,000円、
高校生以下 1,000円
※2日（土）終演後トークあり

劇団四季ファミリーミュージカル

『王子と少年』
9/23 ［火・祝］ 16:00開演
「トム・ソーヤーの冒険」などで知られるアメリカの文豪マーク・トウェイン
の名作から生まれた、劇団四季のファミリーミュージカル！
会員先行＝7月 13日（日）
一般発売＝7月 19日（土）
原作＝マーク・トウェイン
台本＝石坂浩二
作曲＝いずみたく、佐橋俊彦
作詞＝石坂浩二、渡辺ゆたか
初演オリジナル演出＝浅利慶太
振付＝加藤敬二
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］S席大人 6,000円、S席小学生以下 4,000円、
A席大人 4,000円、A席小学生以下 3,000円

シス・カンパニー公演

『ライフ・イン・ザ・シアター』
10/4 ［土］ 17:00開演
10/5 ［日］ 13:00開演／
　　　　　17:00開演
10/6 ［月］ 13:00開演
物語の舞台は、まさに“劇場”
ベテラン俳優と若手俳優の二人が過ごす劇場空間のあ
ちこちで、時に滑稽で、時に残酷なほど辛辣に、あらゆる
芝居の場面や二人の時の流れが刻まれていく…
会員先行＝7月 12日（土）
一般発売＝7月 19日（土）
作＝デヴィッド・マメット
翻訳＝小田島恒志
演出＝水田伸生
出演＝堤 真一、中村倫也
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］S席 10,000円、A席 8,000円
※発売日初日は、お一人様 1申込につき 1公演 4枚ま
での枚数制限あり

野村万作・野村萬斎
狂言公演2025
10/24 ［金］ 14:00開演／18:30開演
人間国宝・野村万作と、現代劇や映画でも活躍する野村
萬斎、若手狂言師として注目の集まる野村裕基ほか「万
作の会」による狂言公演です。

『ヴォイツェック』
10/31 ［金］ 18:00開演
11/1 ［土］ 13:00開演／18:00開演
11/2 ［日］ 13:00開演
ジャック・ソーン（ハリーポッター）の翻案で現代に蘇る、19
世紀ゲオルク・ビューヒナーの未完の戯曲「ヴォイツェッ
ク」。小川絵梨子の演出で、待望の日本初演！
会員先行＝8月 23日（土）
一般発売＝8月 30日（土）
原作＝ゲオルク・ビューヒナー
翻案＝ジャック・ソーン
翻訳＝髙田曜子
上演台本・演出＝小川絵梨子
出演＝森田 剛、伊原六花、伊勢佳世、浜田信也／中
上サツキ、須藤瑞己、石井 舜、片岡蒼哉／冨家ノリマサ、
栗原英雄
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］S席11,500円、S席ペア22,000円、
A席 8,000円 ほか
※発売日初日は、お一人様 1申込につき 4枚または S
席ペア 2組までの枚数制限あり
［共同主催 :メ～テレ、メ～テレ事業］

立川志の輔独演会2025
11/12 ［水］ 14:00開演
古典、新作問わず落語に新しい息吹を吹き込む、大人
気の立川志の輔による独演会が決定しました。
会員先行＝WEB抽選のみ。
9月3日（水）10:00～ 9月17日（水）23:59まで。
※申込方法詳細はホームページでご確認ください。
一般発売＝10月4日（土）

プラット・レジデンス事業
新作共同制作

小㞍健太＜SandD＞
『Engawa, The Self in 
Season』
11/29［土］14:00開演
11/30［日］14:00開演
プラット・レジデンス事業第2弾として、2022～2023年
にダンス・レジデンスで滞在制作を行った小㞍健太
<SandD>を迎え、PLATともに新作ダンス作品を共同制
作します。
季節のうつろいと私たちの暮らしをつなぐ縁側という視点
から、環境と共存する身体の在り方を問い直す。小㞍健
太とドイツを拠点とする建築家ハネス・マイヤーとの協働
リサーチから生まれるダンス作品にご期待ください。
会員先行＝9月 20日（土）
一般発売＝9月 27日（土）
振付演出・コンセプト＝小㞍健太
セノグラフィー・コンセプト＝ハネス・マイヤー
出演＝鳴海令那、佐藤琢哉、堀田千晶、畠中真濃、
青柳潤、小㞍健太
会場＝PLATアートスペース
料金＝［全席自由・日時指定・整理番号付］
一般 4,000円ほか

U25・高校生以下割引ご案内 
ほぼすべての財団主催公演に、若い人にお得な料金を設
定しています。
◉料金＝U25［25歳以下］：公演ごとに指定する席種の半
額／高校生以下：1,000円
◉購入方法＝各公演の一般発売初日から取扱い。
◉その他＝本人のみ1公演につき1人1枚。枚数限定。
座席の指定はできません。 要・入場時本人確認書類提示。
※一部例外あり。詳細は各公演チラシ・HPにて。

18歳以下のお子様を
無料ご招待 ［座席数限定・事前申込制］
文化庁による子供文化芸術活動支援事業（劇場・音楽堂
等における子供舞台芸術鑑賞体験支援事業）として、以下
の公演が採択されました。ぜひこの機会をご活用ください。

10/24
野村万作・野村萬斎 狂言公演2025
対象＝公演当日に18歳以下、小学生以上の方
同伴者申込＝18歳以下の子どもに同伴する保護者等の
チケットを対象座席料金の半額でご用意いたします。（先
着順・枚数限定）
※詳細は劇場HPにてご確認ください。

プラットフレンズ募集
入会金・年会費無料
◉特典
1 公演情報をメールでご案内します。
2 インターネットでチケット予約ができます。
3 主催公演のチケットを一般発売に先がけてご予約でき
ます。
※劇場窓口またはホームページからご登録いただけます。

チケットの購入・お問合せ　
プラットチケットセンター
◉オンライン
　https://toyohashi-at.jp［24時間受付・要事前登録］
◉電話・窓口
　0532-39-3090［休館日を除く10：00－19：00］

発売初日はオンライン・電話のみ取り扱い。
翌日以降、残席がある場合は窓口販売あり。

【関連イベント】
【共通】
申込方法＝
①劇場ホームページの専用申
込フォームより申込み。
②プラットチケットセンター電話
（0532-39-3090）にて申込み。

iaku「流れんな」舞台写真　撮影：木村洋一

『義経千本桜』道行初音旅 ©青木信二

©momoko japan

野村万作 野村萬斎 野村裕基

『曾根崎心中』 ©青木信二

二兎社『狩場の悲劇』
12/20 ［土］ 13:00開演
12/21 ［日］ 13:00開演
永井愛、4年ぶりの新作！
アントン・チェーホフの長編ミステリー
小説『狩場の悲劇』をベースに新たな
劇世界を創造します。
帝政ロシアの人間社会をレポートした若手音楽家育成事業

FemmeFatale
「諸穂と浮雲」

12/6 ［土］ 14:00開演
2024年度プラットワンコインコンサートで好評を博した
FemmeFataleが主ホールに登場。
オリジナル曲とピアソラを中心に奏でるアルゼンチンタ
ンゴを両軸に活動する、今、注目必至のインストバンド
のステージをお見逃しなく！
発売＝8月19日（火）
出演＝安間誉和［ピアノ・作曲］、悦木啓人［ベース・
クラリネット・作曲］、鈴木崇朗［バンドネオン］、長谷川
志樹［ピアノ・メロディオン・シンセサイザー］、山本大
地［ヴァイオリン］
演奏予定曲目＝安間誉和：park-grass、常寂光寺の四季、
A・ピアソラ：リベルタンゴ ほか
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］一般 2,000円、U25 1,000円

人形浄瑠璃 文楽 （解説・字幕付き）

ピーピング・トム
『トリプティック』

10/11 ［土］ 14:00開演
会員先行＝7月 19日（土）
一般発売＝7月 26日（土）
構成・演出＝ガブリエラ・カリーソ、フランク・シャルティエ
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］一般6,600円、ペア 10,000円、
U25 3,300円、U25グループ割（4人以上） 1,500円、
高校生以下 1,000円

物語を語る「太夫」、情景を音で表現する「三味線」、一体の人形を三人で遣う「人形」。 これ

ら三業が一体となって表現する古典芸能を、初めての方にもわかりやすい解説と字幕付きで

上演します。昼は浄瑠璃三大傑作のひとつ「義経千本桜 道行初音旅」ほかを、夜は近松

門左衛門による不朽の名作「曾根崎心中」をご覧いただきます。また昼夜公演の間には人

形遣いによるミニレクチャー（無料）を開催。

会員先行＝8月 9日（土）
一般発売＝8月 23日（土）
出演＝野村万作、野村萬斎、野村裕基 ほか万作の会
演目＝「柑子」、狂言による「彦市ばなし」
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］S席 6,000円、A席 4,000円
※発売日初日は、お一人様 4枚までの枚数制限あり
【特別協賛】サーラグループ

【関連事業】
文楽プレレクチャー
9月21日 [日 ] 13:00
会場＝PLAT研修室（小）
講師＝田中綾乃（三重大学人文学部准教授）
※料金・申込方法など詳細は 7月下旬より劇場ホーム
ぺージにて公開します。

ミニげきじょうツアー
8月5日 ［火］  ①10:00～10:30　②14:00～14:30

PLATの一番大きなホール・主ホールを探検しよう！
会場＝PLAT主ホール
対象＝どなたでも
参加費＝無料

プラット親子わくわくプログラム2025

『CLUB ORIGAMI』
8/5 ［火］ 11:00開演／15:00開演
ダンスアーティスト＝竹内麗奈、松本武士
作曲家・ミュージシャン＝ロバートホワット
会場＝PLATアートスペース
料金＝［全席自由・日時指定］おとな 1,500円、
こども（0～18歳） 500円、U25 700円

【関連募集】
現地キャスト（男性）募集
今回ご出演いただく【現地キャスト】を一般公募いたし
ます。世界が注目するカンパニーとともに、PLAT主ホー
ルの舞台で、ニュースタイルのダンス作品に出演してみ
ませんか？
対象＝舞台やダンスに興味のある60～70代程度の、舞
台上を杖なしで歩行できる健康な方。演劇・ダンス経験
不問。劇場が指定する稽古スケジュールに参加可能な方。
詳細はホームページをご確認ください。
定員＝1名
審査＝［一次］書類、［二次］面接
申込方法＝9月 1日（月）17:00までに
①参加申込書を窓口・FAX（0532-55-8192）にて提出。
②劇場ホームページの専用申込フォームより申込み。

作・演出＝永井 愛
出演＝溝端淳平、門脇  
麦、玉置玲央、亀田佳明、
大西礼芳、佐藤 誓 ほか
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］
S席 7,000円、
A席 5,000円ほか
※20日（土）終演後トーク
あり

えんげきとあそぼう
8月30日（土）10:00～ 15:00
8月31日（日）10:00～ 12:00
2日間でオリジナルの演劇をつくり、最後に発表します。
講師＝すずきこーた
会場＝PLAT創造活動室A
対象＝小学生で、2日間とも参加できる人
参加費＝無料
定員＝15人（先着順）
申込方法＝
①参加申込書を窓口・FAX（0532-55-8192）にて提出。
②劇場ホームページの専用申込フォームより申込み。

はらだまほ
滞在日程＝2026年2月9日（日）～ 2月15日（日）
滞在内容＝スペシャルニーズの子どもに向けた舞台芸術
作品創作のための身体リサーチ
メンバー＝はらだまほ、甲斐ひろな、鈴木隆司、寺内七
瀬 ほか

鈴木ユキオプロジェクト
滞在日程＝9月17日（水）～ 9月25日（木）
滞在内容＝新作『あなたは静かなのがすき』（9月27日
（土）・28日（日） PLAT創造活動室A）の上演に向けたリ
ハーサル

メンバー＝鈴木ユキオ、安次嶺菜緒 ほか

竹内 梓
滞在日程＝10月29日（水）～ 11月11日（火）
滞在内容＝新作『FURERU/触れる』2026年フランス世
界初演に向けた日本在住アーティストとのクリエイション
メンバー＝竹内 梓、マリオン・プラトゥヴォエ、山口晋似
郎、髙田政義

ランニングマシン
滞在日程＝2026年１月5日（月）～ 1月17日（土）
滞在内容＝2022年オーストラリア初演『ランニングマシ
ン』の2026年日本ツアーを視野に入れたリクリエイショ
ンと、日本におけるアクセシビリティのリサーチ
メンバー＝益川結子、檜皮一彦、植村 真、サム・マギル
ップ、ハリソン・ホール、ジェフリー・ワトソン

劇場おしごと体験ツアー
8月6日 ［水］ 13:00～15:00

劇場のスタッフと一緒に舞台・照明・音響のお仕事を体
験しながら、演劇をつくってみよう。
講師＝穂の国とよはし芸術劇場 PLAT技術スタッフ
会場＝PLAT主ホール
対象＝小学生
参加費＝500円

オリガミクラブ

チェーホフと、人間ドラマを通して日本社会や時代の様
相を描いてきた永井の、時間と空間を飛び越えた奇跡
のコラボレーション！
会員先行＝9月27日（土）
一般発売＝10月11日（土）
原作＝アントン・チェーホフ

げきじょうであそぼう
8月31日（日）12:30～ 15:30（予定）
劇場のいろんな部屋に、身体を使ったゲームや演劇づく
りが出来るコーナーを用意しています。
会場＝PLAT創造活動室Aほか
対象＝小学生以上
参加費＝無料
※申込方法など詳細は8月上旬より劇場ホームぺージに
て公開します

お店をつくろう
小さなまちづくりプロジェクト
8月29日（金）13:00～ 18:00
8月30日（土）10:00～ 18:00
8月31日（日）10:00～ 17:00
アートスペースいっぱいにこどもたちが考えたまちを展示
します。31日（日）15:00～17:00には、表彰式を行います。
会場＝PLATアートスペース
料金＝無料（申込不要）

じょこピ～ 
こども劇場ダンスワークショップ
8月4日［月］ ①10:30～ 11:30　②13:30～15:00

東京都や豊橋市内小中学校・特別支援学校などへ出向
きダンスワークショップの講師を多数つとめているアー
ティスト・城 俊彦（じょこピ～）によるワークショップを主
ホール舞台上で行います。
講師＝城 俊彦
音楽＝ミウラ1号
会場＝PLAT主ホール
対象＝①年少～年長児　②小学生
参加費＝500円

二宮綾音＆小田かるら
「笛で奏でる夏祭り」

8/20 ［水］ 18:30開演
出演＝二宮綾音［フルート］、小田かるら［ピアノ］
演奏予定曲目＝リスト：ペトラルカのソネット104番、鹿
田 愛：フルートとピアノのための『豊橋讃』～鬼祭り・ええ
じゃないか・手筒花火～（仮、初演）ほか

11/21 ［金］
昼の部 13:30開演
夜の部 18:00開演
会員先行＝8月23日（土）
一般発売＝9月6日（土）
演目＝
【昼の部】
『義経千本桜』道行初音旅、『新版歌祭文』野崎村の段
【夜の部】
『曾根崎心中』生玉社前の段、天満屋の段、天神森の段
出演者＝［太夫］豊竹若太夫、竹本錣太夫
［三味線］鶴澤清治 （人間国宝）
［人形］桐竹勘十郎（人間国宝） ほか
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］
一般 5,500円、昼・夜通し券 9,000円 ほか

出演＝立川志の輔
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］
一般 4,500円 ほか
※一般発売日初日は、
お一人様 2枚までの枚
数制限あり

ファムファタル

もろほ うきぐも

©伊藤華織

好評発売中

共催

好評発売中

託児サービス対象公演
要予約。生後6ヶ月以上。
お一人様500円。お申込み、お問合せはプラットチ
ケットセンター・劇場ホームページまで

ポータブル字幕機貸出対象公演

舞台説明会対象公演
視覚に障がいのあるお客様のための舞台説明会
あり【要事前予約】

マイセレクト4対象公演

8月2日のみ 8月3日のみ8月2日のみ

10月5日
13:00のみ

11月1日のみ

共催

14:00のみ

11月29日のみ

昼の部のみ

12月20日のみ

12月20日のみ

聴覚に障がいのあるお客様のためのポータブル字
幕機の貸出あり【要事前予約】
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チケットセンターワークショップ・レクチャー

PLAT主催・共催公演情報

ダンス・レジデンス

Information Pick up

Work shop

ワンコインコンサート
Ticket centerOne coin 

          concert
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高校生と創る演劇 
サマーキャンプ上演会
『はじめましてからの、今まで』

8月17日（日）15:00開演
構成・演出＝柏木 陽
演出補＝山本雅幸、高野 栞
出演＝ワークショップに参加した高校生
会場＝PLATアートスペース
料金＝無料
対象＝小学生以上
申込方法＝7月20日（日）10:00より
①プラットチケットセンター窓口・電話（0532-39-3090）
②劇場ホームぺージの専用申込フォームより申込み。
※申込初日は②のみ取り扱い。

桑原裕子 
演劇ワークショップ
現代戯曲を「読む力」ワークショップ
～読解とテクニック～
①10月3日（金）18:00～ 21:00
②10月4日（土）13:00～18:00か
　10月5日（日） 13:00～ 18:00のいずれか1日
　【全2回】
PLAT芸術監督であり、劇作家・演出家・俳優の桑原裕子
による演劇ワークショップを開催します。「読む力」を身に
着けることで、より深く演劇を楽しめるキッカケとなるような2
日間です。
対象＝高校生以上（演劇経験不問）
会場＝PLATアートスペース
参加費＝一般2,000円、18歳以下1,000円
定員＝20人程度（応募者多数の場合は選考）
申込方法＝8月2日（土）から9月7日（日）までに
①参加申込書を窓口・FAX（0532-55-8192）にて提出。
②劇場ホームページの専用申込フォームより申込み。

プラット「えんげき体験ひろば」
8月9日（土）14:00～15:30
身体を使ったゲームなどで演劇を体験できます。
講師＝すずきこーた、柏木 陽
会場＝PLAT創造活動室A
対象＝小学生
参加費＝無料
定員＝15人（先着順）
申込方法＝
①参加申込書を窓口・FAX（0532-55-8192）にて提出。
②劇場ホームページの専用申込フォームより申込み。

ワークショップ縁日
8月31日（日）
夏休み最後の週末は、いつもと違う日を劇場で過ごして
みよう！

ダンス・レジデンス2025
レジデンスアーティスト決定！
国内外で活躍するアーティストに新しい作品創造のため
に稽古場と滞在場所を提供し、アーティストへの支援・育
成を行うとともに市民とアーティストの交流の機会を設け、
舞踊や身体表現を身近に体験していただくプログラムです。
滞在期間中には、ワークショップや試演会などを随時企
画してまいりますのでご注目ください。

©東間嶺

©bozzo

二宮綾音 小田かるら

溝端淳平

門脇 麦 玉置玲央

©Tiffany Garvie

昨年度の様子

舞台写真 ©Summer Dean

若手音楽家育成事業
プラットワンコインコンサート2025
「若い音楽家には活躍の場を、お客様にはより音楽を楽
しめる機会を」と企画されたPLATオリジナルのコンサー
トです。500円で贅沢なひとときをお過ごしください。
会場＝PLATアートスペース 
料金＝［全席自由・整理番号付］500円

iaku
『はぐらかしたり、もてなしたり』

8/2 ［土］ 14:30開演
8/3 ［日］ 14:30開演
作・演出＝横山拓也
出演＝瓜生和成、近藤フク、異儀田夏葉、竹田モモコ、
富川一人、井上拓哉、高橋紗良、小林さやか
会場＝PLATアートスペース
料金＝［全席指定］一般 4,000円、U25 2,000円、
高校生以下 1,000円
※2日（土）終演後トークあり

劇団四季ファミリーミュージカル

『王子と少年』
9/23 ［火・祝］ 16:00開演
「トム・ソーヤーの冒険」などで知られるアメリカの文豪マーク・トウェイン
の名作から生まれた、劇団四季のファミリーミュージカル！
会員先行＝7月 13日（日）
一般発売＝7月 19日（土）
原作＝マーク・トウェイン
台本＝石坂浩二
作曲＝いずみたく、佐橋俊彦
作詞＝石坂浩二、渡辺ゆたか
初演オリジナル演出＝浅利慶太
振付＝加藤敬二
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］S席大人 6,000円、S席小学生以下 4,000円、
A席大人 4,000円、A席小学生以下 3,000円

シス・カンパニー公演

『ライフ・イン・ザ・シアター』
10/4 ［土］ 17:00開演
10/5 ［日］ 13:00開演／
　　　　　17:00開演
10/6 ［月］ 13:00開演
物語の舞台は、まさに“劇場”
ベテラン俳優と若手俳優の二人が過ごす劇場空間のあ
ちこちで、時に滑稽で、時に残酷なほど辛辣に、あらゆる
芝居の場面や二人の時の流れが刻まれていく…
会員先行＝7月 12日（土）
一般発売＝7月 19日（土）
作＝デヴィッド・マメット
翻訳＝小田島恒志
演出＝水田伸生
出演＝堤 真一、中村倫也
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］S席 10,000円、A席 8,000円
※発売日初日は、お一人様 1申込につき 1公演 4枚ま
での枚数制限あり

野村万作・野村萬斎
狂言公演2025
10/24 ［金］ 14:00開演／18:30開演
人間国宝・野村万作と、現代劇や映画でも活躍する野村
萬斎、若手狂言師として注目の集まる野村裕基ほか「万
作の会」による狂言公演です。

『ヴォイツェック』
10/31 ［金］ 18:00開演
11/1 ［土］ 13:00開演／18:00開演
11/2 ［日］ 13:00開演
ジャック・ソーン（ハリーポッター）の翻案で現代に蘇る、19
世紀ゲオルク・ビューヒナーの未完の戯曲「ヴォイツェッ
ク」。小川絵梨子の演出で、待望の日本初演！
会員先行＝8月 23日（土）
一般発売＝8月 30日（土）
原作＝ゲオルク・ビューヒナー
翻案＝ジャック・ソーン
翻訳＝髙田曜子
上演台本・演出＝小川絵梨子
出演＝森田 剛、伊原六花、伊勢佳世、浜田信也／中
上サツキ、須藤瑞己、石井 舜、片岡蒼哉／冨家ノリマサ、
栗原英雄
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］S席11,500円、S席ペア22,000円、
A席 8,000円 ほか
※発売日初日は、お一人様 1申込につき 4枚または S
席ペア 2組までの枚数制限あり
［共同主催 :メ～テレ、メ～テレ事業］

立川志の輔独演会2025
11/12 ［水］ 14:00開演
古典、新作問わず落語に新しい息吹を吹き込む、大人
気の立川志の輔による独演会が決定しました。
会員先行＝WEB抽選のみ。
9月3日（水）10:00～ 9月17日（水）23:59まで。
※申込方法詳細はホームページでご確認ください。
一般発売＝10月4日（土）

プラット・レジデンス事業
新作共同制作

小㞍健太＜SandD＞
『Engawa, The Self in 
Season』
11/29［土］14:00開演
11/30［日］14:00開演
プラット・レジデンス事業第2弾として、2022～2023年
にダンス・レジデンスで滞在制作を行った小㞍健太
<SandD>を迎え、PLATともに新作ダンス作品を共同制
作します。
季節のうつろいと私たちの暮らしをつなぐ縁側という視点
から、環境と共存する身体の在り方を問い直す。小㞍健
太とドイツを拠点とする建築家ハネス・マイヤーとの協働
リサーチから生まれるダンス作品にご期待ください。
会員先行＝9月 20日（土）
一般発売＝9月 27日（土）
振付演出・コンセプト＝小㞍健太
セノグラフィー・コンセプト＝ハネス・マイヤー
出演＝鳴海令那、佐藤琢哉、堀田千晶、畠中真濃、
青柳潤、小㞍健太
会場＝PLATアートスペース
料金＝［全席自由・日時指定・整理番号付］
一般 4,000円ほか

U25・高校生以下割引ご案内 
ほぼすべての財団主催公演に、若い人にお得な料金を設
定しています。
◉料金＝U25［25歳以下］：公演ごとに指定する席種の半
額／高校生以下：1,000円
◉購入方法＝各公演の一般発売初日から取扱い。
◉その他＝本人のみ1公演につき1人1枚。枚数限定。
座席の指定はできません。 要・入場時本人確認書類提示。
※一部例外あり。詳細は各公演チラシ・HPにて。

18歳以下のお子様を
無料ご招待 ［座席数限定・事前申込制］
文化庁による子供文化芸術活動支援事業（劇場・音楽堂
等における子供舞台芸術鑑賞体験支援事業）として、以下
の公演が採択されました。ぜひこの機会をご活用ください。

10/24
野村万作・野村萬斎 狂言公演2025
対象＝公演当日に18歳以下、小学生以上の方
同伴者申込＝18歳以下の子どもに同伴する保護者等の
チケットを対象座席料金の半額でご用意いたします。（先
着順・枚数限定）
※詳細は劇場HPにてご確認ください。

プラットフレンズ募集
入会金・年会費無料
◉特典
1 公演情報をメールでご案内します。
2 インターネットでチケット予約ができます。
3 主催公演のチケットを一般発売に先がけてご予約でき
ます。
※劇場窓口またはホームページからご登録いただけます。

チケットの購入・お問合せ　
プラットチケットセンター
◉オンライン
　https://toyohashi-at.jp［24時間受付・要事前登録］
◉電話・窓口
　0532-39-3090［休館日を除く10：00－19：00］

発売初日はオンライン・電話のみ取り扱い。
翌日以降、残席がある場合は窓口販売あり。

【関連イベント】
【共通】
申込方法＝
①劇場ホームページの専用申
込フォームより申込み。
②プラットチケットセンター電話
（0532-39-3090）にて申込み。

iaku「流れんな」舞台写真　撮影：木村洋一

『義経千本桜』道行初音旅 ©青木信二

©momoko japan

野村万作 野村萬斎 野村裕基

『曾根崎心中』 ©青木信二

二兎社『狩場の悲劇』
12/20 ［土］ 13:00開演
12/21 ［日］ 13:00開演
永井愛、4年ぶりの新作！
アントン・チェーホフの長編ミステリー
小説『狩場の悲劇』をベースに新たな
劇世界を創造します。
帝政ロシアの人間社会をレポートした若手音楽家育成事業

FemmeFatale
「諸穂と浮雲」

12/6 ［土］ 14:00開演
2024年度プラットワンコインコンサートで好評を博した
FemmeFataleが主ホールに登場。
オリジナル曲とピアソラを中心に奏でるアルゼンチンタ
ンゴを両軸に活動する、今、注目必至のインストバンド
のステージをお見逃しなく！
発売＝8月19日（火）
出演＝安間誉和［ピアノ・作曲］、悦木啓人［ベース・
クラリネット・作曲］、鈴木崇朗［バンドネオン］、長谷川
志樹［ピアノ・メロディオン・シンセサイザー］、山本大
地［ヴァイオリン］
演奏予定曲目＝安間誉和：park-grass、常寂光寺の四季、
A・ピアソラ：リベルタンゴ ほか
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］一般 2,000円、U25 1,000円

人形浄瑠璃 文楽 （解説・字幕付き）

ピーピング・トム
『トリプティック』

10/11 ［土］ 14:00開演
会員先行＝7月 19日（土）
一般発売＝7月 26日（土）
構成・演出＝ガブリエラ・カリーソ、フランク・シャルティエ
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］一般6,600円、ペア 10,000円、
U25 3,300円、U25グループ割（4人以上） 1,500円、
高校生以下 1,000円

物語を語る「太夫」、情景を音で表現する「三味線」、一体の人形を三人で遣う「人形」。 これ

ら三業が一体となって表現する古典芸能を、初めての方にもわかりやすい解説と字幕付きで

上演します。昼は浄瑠璃三大傑作のひとつ「義経千本桜 道行初音旅」ほかを、夜は近松

門左衛門による不朽の名作「曾根崎心中」をご覧いただきます。また昼夜公演の間には人

形遣いによるミニレクチャー（無料）を開催。

会員先行＝8月 9日（土）
一般発売＝8月 23日（土）
出演＝野村万作、野村萬斎、野村裕基 ほか万作の会
演目＝「柑子」、狂言による「彦市ばなし」
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］S席 6,000円、A席 4,000円
※発売日初日は、お一人様 4枚までの枚数制限あり
【特別協賛】サーラグループ

【関連事業】
文楽プレレクチャー
9月21日 [日 ] 13:00
会場＝PLAT研修室（小）
講師＝田中綾乃（三重大学人文学部准教授）
※料金・申込方法など詳細は 7月下旬より劇場ホーム
ぺージにて公開します。

ミニげきじょうツアー
8月5日 ［火］  ①10:00～10:30　②14:00～14:30

PLATの一番大きなホール・主ホールを探検しよう！
会場＝PLAT主ホール
対象＝どなたでも
参加費＝無料

プラット親子わくわくプログラム2025

『CLUB ORIGAMI』
8/5 ［火］ 11:00開演／15:00開演
ダンスアーティスト＝竹内麗奈、松本武士
作曲家・ミュージシャン＝ロバートホワット
会場＝PLATアートスペース
料金＝［全席自由・日時指定］おとな 1,500円、
こども（0～18歳） 500円、U25 700円

【関連募集】
現地キャスト（男性）募集
今回ご出演いただく【現地キャスト】を一般公募いたし
ます。世界が注目するカンパニーとともに、PLAT主ホー
ルの舞台で、ニュースタイルのダンス作品に出演してみ
ませんか？
対象＝舞台やダンスに興味のある60～70代程度の、舞
台上を杖なしで歩行できる健康な方。演劇・ダンス経験
不問。劇場が指定する稽古スケジュールに参加可能な方。
詳細はホームページをご確認ください。
定員＝1名
審査＝［一次］書類、［二次］面接
申込方法＝9月 1日（月）17:00までに
①参加申込書を窓口・FAX（0532-55-8192）にて提出。
②劇場ホームページの専用申込フォームより申込み。

作・演出＝永井 愛
出演＝溝端淳平、門脇  
麦、玉置玲央、亀田佳明、
大西礼芳、佐藤 誓 ほか
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］
S席 7,000円、
A席 5,000円ほか
※20日（土）終演後トーク
あり

えんげきとあそぼう
8月30日（土）10:00～ 15:00
8月31日（日）10:00～ 12:00
2日間でオリジナルの演劇をつくり、最後に発表します。
講師＝すずきこーた
会場＝PLAT創造活動室A
対象＝小学生で、2日間とも参加できる人
参加費＝無料
定員＝15人（先着順）
申込方法＝
①参加申込書を窓口・FAX（0532-55-8192）にて提出。
②劇場ホームページの専用申込フォームより申込み。

はらだまほ
滞在日程＝2026年2月9日（日）～ 2月15日（日）
滞在内容＝スペシャルニーズの子どもに向けた舞台芸術
作品創作のための身体リサーチ
メンバー＝はらだまほ、甲斐ひろな、鈴木隆司、寺内七
瀬 ほか

鈴木ユキオプロジェクト
滞在日程＝9月17日（水）～ 9月25日（木）
滞在内容＝新作『あなたは静かなのがすき』（9月27日
（土）・28日（日） PLAT創造活動室A）の上演に向けたリ
ハーサル

メンバー＝鈴木ユキオ、安次嶺菜緒 ほか

竹内 梓
滞在日程＝10月29日（水）～ 11月11日（火）
滞在内容＝新作『FURERU/触れる』2026年フランス世
界初演に向けた日本在住アーティストとのクリエイション
メンバー＝竹内 梓、マリオン・プラトゥヴォエ、山口晋似
郎、髙田政義

ランニングマシン
滞在日程＝2026年１月5日（月）～ 1月17日（土）
滞在内容＝2022年オーストラリア初演『ランニングマシ
ン』の2026年日本ツアーを視野に入れたリクリエイショ
ンと、日本におけるアクセシビリティのリサーチ
メンバー＝益川結子、檜皮一彦、植村 真、サム・マギル
ップ、ハリソン・ホール、ジェフリー・ワトソン

劇場おしごと体験ツアー
8月6日 ［水］ 13:00～15:00

劇場のスタッフと一緒に舞台・照明・音響のお仕事を体
験しながら、演劇をつくってみよう。
講師＝穂の国とよはし芸術劇場 PLAT技術スタッフ
会場＝PLAT主ホール
対象＝小学生
参加費＝500円

オリガミクラブ

チェーホフと、人間ドラマを通して日本社会や時代の様
相を描いてきた永井の、時間と空間を飛び越えた奇跡
のコラボレーション！
会員先行＝9月27日（土）
一般発売＝10月11日（土）
原作＝アントン・チェーホフ

げきじょうであそぼう
8月31日（日）12:30～ 15:30（予定）
劇場のいろんな部屋に、身体を使ったゲームや演劇づく
りが出来るコーナーを用意しています。
会場＝PLAT創造活動室Aほか
対象＝小学生以上
参加費＝無料
※申込方法など詳細は8月上旬より劇場ホームぺージに
て公開します

お店をつくろう
小さなまちづくりプロジェクト
8月29日（金）13:00～ 18:00
8月30日（土）10:00～ 18:00
8月31日（日）10:00～ 17:00
アートスペースいっぱいにこどもたちが考えたまちを展示
します。31日（日）15:00～17:00には、表彰式を行います。
会場＝PLATアートスペース
料金＝無料（申込不要）

じょこピ～ 
こども劇場ダンスワークショップ
8月4日［月］ ①10:30～ 11:30　②13:30～15:00

東京都や豊橋市内小中学校・特別支援学校などへ出向
きダンスワークショップの講師を多数つとめているアー
ティスト・城 俊彦（じょこピ～）によるワークショップを主
ホール舞台上で行います。
講師＝城 俊彦
音楽＝ミウラ1号
会場＝PLAT主ホール
対象＝①年少～年長児　②小学生
参加費＝500円

二宮綾音＆小田かるら
「笛で奏でる夏祭り」

8/20 ［水］ 18:30開演
出演＝二宮綾音［フルート］、小田かるら［ピアノ］
演奏予定曲目＝リスト：ペトラルカのソネット104番、鹿
田 愛：フルートとピアノのための『豊橋讃』～鬼祭り・ええ
じゃないか・手筒花火～（仮、初演）ほか

11/21 ［金］
昼の部 13:30開演
夜の部 18:00開演
会員先行＝8月23日（土）
一般発売＝9月6日（土）
演目＝
【昼の部】
『義経千本桜』道行初音旅、『新版歌祭文』野崎村の段
【夜の部】
『曾根崎心中』生玉社前の段、天満屋の段、天神森の段
出演者＝［太夫］豊竹若太夫、竹本錣太夫
［三味線］鶴澤清治 （人間国宝）
［人形］桐竹勘十郎（人間国宝） ほか
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］
一般 5,500円、昼・夜通し券 9,000円 ほか

出演＝立川志の輔
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］
一般 4,500円 ほか
※一般発売日初日は、
お一人様 2枚までの枚
数制限あり

ファムファタル

もろほ うきぐも

©伊藤華織

好評発売中

共催

好評発売中

託児サービス対象公演
要予約。生後6ヶ月以上。
お一人様500円。お申込み、お問合せはプラットチ
ケットセンター・劇場ホームページまで

ポータブル字幕機貸出対象公演

舞台説明会対象公演
視覚に障がいのあるお客様のための舞台説明会
あり【要事前予約】

マイセレクト4対象公演

8月2日のみ 8月3日のみ8月2日のみ

10月5日
13:00のみ

11月1日のみ

共催

14:00のみ

11月29日のみ

昼の部のみ

12月20日のみ

12月20日のみ

聴覚に障がいのあるお客様のためのポータブル字
幕機の貸出あり【要事前予約】
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チケットセンターワークショップ・レクチャー

PLAT主催・共催公演情報

ダンス・レジデンス

Information Pick up

Work shop

ワンコインコンサート
Ticket centerOne coin 

          concert



〒440-0887 愛知県豊橋市西小田原町123番地  
電話＝0532-39-8810［代表］（9：00－20：00）
開館＝9：00－22：00  休館日＝第三月曜・年末・年始。
第三月曜が祝日の場合はその翌平日。
豊橋駅（JR東海道新幹線、東海道本線、名古屋鉄道）、
新豊橋駅（豊橋鉄道渥美線）直結。豊橋駅南口から徒歩3分。
※駐車場はありません。公共交通機関をご利用いただくか、
お近くの公共駐車場等をご利用ください。

外科・内科・胃腸科・麻酔科・肛門科

医療法人栄真会 伊藤医院  
豊橋市小池町字原下35  電話45-5283（代）

看板広告  アラキスタヂオ
豊橋市上伝馬町16  電話52-5586番

事務局／0532-62-9259（小川）

有限会社 魚伊
電話52-5256

グロトリアンピアノ地域特約店

白羽楽器 株式会社
電話053-464-3015

井上皮フ科クリニック
診療時間　月・火・木・金 10:00～13:00 16:00～19:00　
　　　　　土 10:00～14:00 　　  休診日＝水・日・祝
電話0532-55-7007  愛知県豊橋市向山町字中畑13-1 マイルストーン1F

プラス・ワンの付加価値をお客様に提供いたします。

豊橋市小池町36番地の1 TEL46-3281 FAX46-3285

整形外科・皮膚科・リウマチ科・リハビリテーション科

医療法人  大岩整形外科・皮フ科
院長 大岩俊久  豊橋市大橋通二丁目115 電話55-2100

ISO 9001  ISO 14001  愛知ブランド企業  認証・認定取得

株式会社 三光製作所
三光精密工業株式会社
豊橋市佐藤一丁目12番地の3

伝統的工芸品豊橋筆  
書道用品専門店

豊橋市呉服町四拾四番地 電話52-5514豊橋市新本町40  電話52-5473番

豊橋名産

創業文政年間

プラット主ホール・アートスペース公演等へのお客様は
30分150円を30分100円（上限4時間まで）に割引します。

整形外科・リハビリテーション科・リウマチ科

　 医療法人  塩之谷整形外科
理事長兼院長 塩之谷 香 ・ 副院長 栗田和洋　
豊橋市植田町関取54  電話0532-25-2115（代）

豊橋銀行協会  （順不同）

三菱UFJ銀行
三井住友銀行
十六銀行

みずほ銀行
三井住友信託銀行
愛知銀行

静岡銀行
清水銀行
中京銀行

名古屋銀行
三十三銀行
大垣共立銀行

調理と製菓のおいしい資格。

豊橋調理製菓専門学校
豊橋市八町通一丁目22-2  TEL53-2809

本と文具なら

TEL.54-2345

創業江戸 御茶席菓子専門 店

私たちは穂の国とよはし芸術劇場の活動を支援しています。

株式会社アイセロ
旭精機株式会社
株式会社イクモ　
税理士法人イグラ会計
イノチオホールディングス株式会社
株式会社エクスラージ
大和田和惠
株式会社オリエント楽器
医療法人佳道会 藤城歯科医院
蒲郡信用金庫
川西塗装株式会社
河原崎 妙
株式会社三光製作所
三光精密工業株式会社
サーラエナジー株式会社
株式会社サーラコーポレーション
三遠機材株式会社
株式会社東雲座カンパニー
株式会社シュガーサウンド
大三紙業株式会社
戸田淳子
トヨタネ株式会社
トヨネン株式会社
株式会社豊橋印刷社
豊橋芸術文化事業サポート株式会社
豊橋ケーブルネットワーク株式会社
豊橋信用金庫
豊橋倉庫株式会社
豊橋鉄道株式会社
早川直宏
株式会社平松食品
藤城建設株式会社
学校法人藤ノ花学園
株式会社豊川堂
まちなかビブリオ倶楽部
松井商事株式会社
村田小児歯科センター
物語コーポレーション
有楽製菓株式会社 豊橋夢工場
ゆーもあねっと

若松園
匿名会員3名
（五十音順）

高校生と作る演劇、と言ったときにイメージす

ることは何でしょう？オペラや歌舞伎などのよう

にジャンル名ではなくその企画に参加している

主体が誰であるかが問われるような名付けに

ちょっと怖気づく自分がいます。

　実を言えばこの原稿を書いている時にまだ創

作は始まっていません。今年は 5月に一度プレ

ワークショップを行い 8 月に 6日間のワーク

ショップを行って発表をするという事になってい

ます。皆さんはそんな 6 日目の参加者たちを目

撃することになるわけです。ということで、この

原稿の中ではこれからのワークショップの中で

私が行おうとしている演劇の作り方の話をさせて

もらおうと思います。

　募集のチラシなどの中でも「ディバイジング」

という言葉を使っていますがこの言葉はあまり馴

染みのある言葉ではないと思います。日本語に

訳すとしたら「集団創作」が一番実態と合って

いるのですが集団創作という言葉ではどんな演

劇だって集団で創作をしているじゃないかという

ことになってしまいます。

　これは元々のところで創作を行う主体は誰だ

ということが問題になっているのだろうと思いま

す。台本は誰が書いているのか？それが創作の

主体は誰かということになるのでしょう。言うま

でもなく台本を書いているのは劇作家です。で

すが今回のワークショップに劇作家はいません。

私は普段の仕事で台本も書きますが今回は私の

台本を行うわけではありません。

　もう一つ創作の主体として演出家という存在

を思い浮かべる人もいるかもしれません。今回

演出家はいません。もちろん普段の私は演出と

いう仕事をすることはあります。しかし今回の私

は皆さんが想像するような「ああやって、こうやっ

て」と指導をするということもあまりありません

し、灰皿を投げるようなこともありません。（あま

りに古い演出家像ですが事あるごとに言ってお

かないとまだまだそんなイメージで見ている人は

多いのです。）

　創作の主体はこのワークショップに集まる高

校生たちです。そう今年は高校生「と」作る演

劇というよりは高校生「が」作る演劇という状

況になるのだと思います。

　今までの高校生と作る演劇でも状態は同じよ

うなものだったのかもしれません。高校生「と」

高校生が出会い、高校生「と」地域の人やお

話が出会い、高校生「と」演劇が出会い、劇

場の中に作品と呼ばれる時間が現れる。そん

な出会いそのものが演劇なのかもしれません。

演劇というのは人と人が集まらなければ作る事

ができません。人と人の間に演劇は存在する。

　なので、今回の舞台の上には高校生が普段

の生活の中で何を考えているのかということが

たくさん乗っていることだろうと思います。もち

ろん今は想像しているだけなので本当にそんな

ことになるかは分かりません。私も高校生「と」

出会う要素の一つです。なので私からの提案も

たくさんあることでしょう。その中には受け入れ

られない提案もいくつも出てくると思います。高

校生たちが何を選びどんなふうに演じることに

なるのか、私も楽しみにしています。

　「ディバイジング」という言葉を使いましたが

私はディバイジング自体を知っているわけでは

ありません。元々はイギリスの演劇人が使い始

めてこの言葉が 90年代ぐらいに日本に輸入さ

れましたが、その前に同じような創作環境や同

じような実態を持って演劇を作っていた人たち

はたくさんいました。日本でも 80年代には劇

団青い鳥や遊◎機械全自動シアターなど集団

創作を標榜して演劇づくりをしていた人たちは

たくさんいましたし、その前には劇団黒テント

のようにたくさんの劇作家演出家俳優スタッフた

ちが合議しながら創作をしていった例もありま

す。もっともっと前には江戸時代の脚本は立て

作者という中心になる人がいて5～ 6人のチー

ムで台本を書いていたそうです。黒澤明さんな

どの記録を読むと映画のシナリオなどもそんな

様子で書かれていたようです。それが常識で

あった。

　世界を見渡してみても1950 年代の南米での

演劇は集団創作で作られたようですし、東南ア

ジアや他の様々な国の人々も同じです。多分ほ

とんどの人たちは自然と集団創作の形で演劇づ

くりをしているのでしょう。誰が書いたセリフで

も良いし、自分の出ていない場面でも良いアイ

ディアがあれば遠慮なく使う。みんなで確かめ

ながらみんなで作ることで様々な出来事がみん

なの出来事になっていく。誰かの痛みや誰かの

苦労、誰かの喜びや誰かの楽しみが創作を通

じてみんなの痛み、みんなの苦労、みんなの喜

びやみんなの楽しみになっていく。そうやって集

団で創作をすることでみんなのものになるのだと

思います。一人では背負いきれない記憶も一人

で分かち合うことなく終わったかもしれない感情

も、みんなのものになっていく。

その最後のピースが観客席に座るみなさんです。

みなさんも高校生「と」出会ってもらいたいと

思います。みなさんが夢中になったりあきれたり

笑ったり悲しんだりすることがこの「高校生と作

る演劇」と出会うことになるのだと思います。そ

うやって自分とは違うことや自分とも共通するこ

となどを見つけ出してほしいと思います。劇場で

ぜひ高校生「と」演劇を作ってもらいたいと思

います。

柏木 陽 [かしわぎ・あきら]
演劇百貨店・演劇家。1993年から劇作家・演出家の故・
如月小春に師事。2003年、特定非営利法人演劇百貨
店設立。他セクターとの協働事業を企画する一方で、ワー
クショップの進行役として全国各地の劇場・学校などで、
子どもたちと独自の演劇空間をつくり出している。世田谷
パブリックシアター契約ファシリテーター。 都立高校の演
劇部の外部指導員でもあり、3年連続全国大会出場へ導
く。中学生向けに書いた脚本「シンコペーション」が、
「2024こどもが上演する劇」で入選を果たす。他にも和光
大学や桐朋学園芸術短期大学で非常勤講師を務める。

高校生と創る演劇 サマーキャンプ上演会

『はじめましてからの、
今まで』
8月17日［日］15:00開演
構成・演出＝柏木 陽
演出補＝山本雅幸、高野 栞
出演＝ワークショップに参加した高校生
会場＝PLATアートスペース

みんなで作ることでみんなのものになっていく。
柏木 陽 構成・演出
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